








三保名勝保存会    
年年2回の1000⼈人規模での⼀一⻫斉清掃を中⼼心に紹
介しました。また、今回は講演会の受付や植
樹準備に、多くのメンバーが協⼒力力しました。    

世界遺産三保松原巡視員    
毎週の巡視活動は個々に⾏行行っていますが、
他のイベントや研修同様、今回も地元団体
の⼀一員として参加しました。    

三保つるの会    
清⽔水三保海浜公園周辺でのマツ⾒見見守り・育
成活動に活かすため、各地の松原に関わる
⽅方々と積極的に交流流しました。    
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ボランティアガイド    
三保の松原案内⼈人    
ガイドに⽌止まらない様々な活動を紹介しました。
三保ツアーでは、宿泊先から三保までの道中、
御穂神社、神の道、⽻羽⾐衣の松についてガイドし
ました。    
平成31年年3⽉月には（仮称）三保松原ビジターセ
ンターが開館することから、さらに仲間を増や
し活動の幅を広げていく予定です。    
次回の三保松原訪問の際もぜひお声掛けくださ
い！    

あかりともるよる    
実⾏行行委員会    
平成26年年に始まった⼤大変美しく集客⼒力力のあ
るイベント、三保松原キャンドルナイト
「あかりともるよる」ですが、三保松原の
魅⼒力力を再認識識し、先⼈人に感謝し、未来に残
すための活動に参加してほしい、という想
いを改めて紹介しました。    
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植樹・整備活動 
楽しいイベントが盛りだくさん！  

ふじさん部　部長  

鉄崎幹人  

SBSラジオ　パーソナリティ  

静岡県⽴立立⼤大学    
⽻羽⾐衣つたえ隊    
能「⽻羽⾐衣」の絵本から始まった、多⾔言
語での読み聞かせや⾐衣装づくりなど、
様々な活動を紹介しました。    
講演会会場ホワイエでは、絵本のアニ
メーションを放映しました。    

ふじさん部    
世界⽂文化遺産富⼠士⼭山について楽しく学ぶ活
動のなかで、特に⼒力力を⼊入れている三保松原
での保全活動について紹介しました。    
2⽉月24⽇日の「三保サミット」では、三保松
原で松葉葉掻きイベントを実施し、「同時に
落落ち葉葉を拾拾った最多⼈人数770⼈人」でギネス
に登録されました。    
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合同会社マツプロ    
静岡県⽴立立静岡農業⾼高校松葉葉研究班とも協⼒力力し
た、松葉葉の⾷食⽤用活⽤用の活動を報告しました。    
ケルセチンは単体でも抗酸化作⽤用・アレル
ギー緩和作⽤用を持つこと、また、「味覚」で
三保松原を感じてもらうことで、松原保全へ
の関⼼心を⾼高め、松を中⼼心とした地域資源の循
環型社会の形成を⽬目指しています。    
今回の参加者交流流会では、マツプロとかしマ
マ菜⼯工房のコラボ商品である「松葉葉ピクル
ス」を提供しました。    

静岡県⽴立立静岡農業⾼高等学校    
松葉葉研究班    
蕎⻨麦に含まれるルチンは、⾎血管弛緩作⽤用
を持つことから⾎血流流改善に効き「健康に
良良い」と謳われています。そのルチンは
⽣生体内で分解されるとケルセチンという
物質になることが知られていますが、こ
のケルセチンが松葉葉に含まれることが過
去の研究で明らかになりました。そこで、
ルチンとケルセチンの同時摂取による相    
乗効果を期待し、
ラットを⽤用いた検証    
実験を⾏行行いました。    
その結果、松葉葉と蕎
⻨麦粉の抽出液につい
て、蕎⻨麦粉単体の1.8
倍の⾎血管弛緩効果を
確認し、松葉葉そば
（⽻羽⾐衣そば）を作り
出したことを報告し
ました。    

IMG_̲0553.JPG    
お願いします    

マツプロ    
mail    :    matsu.proj@gmail.com    
URL    :    http://matsuba.strikingly.com/    
https://www.facebook.com/matsupro/    
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チームつながり    
海から運ばれてきた砂により形成され
た三保松原には、今も海を漂う多くの
砂とゴミが流流れ着きます。そのような
状況の中、⽉月⼀一回の海岸ゴミ拾拾いの際
に、マツ苗植樹地の草取りも⾏行行い、海
岸と松原両⽅方の景観保全に取り組んで
いることについて、紹介しました。    
講演会の中では、動画でわかりやすく
活動の様⼦子を報告しました。    

東海⼤大学海洋学部環境社会学科    
海浜植物と環境教育プロジェクト    
東海⼤大学は名勝三保松原内に「建学の地」を
擁し、現在は名勝地区南⻄西端の折⼾戸地区に、
海洋学部および付属翔洋⾼高等学校・中学校・
⼩小学校・幼稚園を置いています。⾼高校野球や
ラグビー、吹奏楽が全国的に有名ですが、も
ちろん海に関わる活動も盛んです。環境教育
プロジェクトでは静岡の海で様々な活動を
⾏行行っており、三保での海浜植物を活かした活
動について、報告しました。    
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三保サンデーマーケット    
実⾏行行委員会    
御穂神社（みほじんじゃ）の境内地での、三
保活性化のプロジェクトを紹介しました。    
遠⽅方から三保を訪れる⽅方に、三保の空気を満
喫してもらう場を提供すること、そして、三
保地域の⼦子どもたちに、集って遊び、三保松
原の良良さを感じ、三保の魅⼒力力を発信できる
チャンスを提供することを⽬目指しています。    
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ゆりりん愛護会    
東⽇日本⼤大震災の津波により壊滅的被害を受
けた、宮城県名取市閖上（ゆりあげ）海岸
での松原再⽣生活動について紹介しました。    

NPO法⼈人⾼高⽥田の松原を守る会    
東⽇日本⼤大震災の津波により壊滅的被害を受け
た、岩⼿手県⾼高⽥田市⾼高⽥田の松原での松原再⽣生活
動について紹介しました。    
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気⽐比の松原100年年構想    
推進連絡協議会    
「気⽐比の松原100年年構想」は、国・県・
市・地域住⺠民が連携して松原保全を進める
先進例例として各地の松原で参考にされてい
ます。その気⽐比の松原の、最近の保全状況
を紹介しました。    

NPO法⼈人    
唐津環境防災推進機構
KANNE    
「KANNE」は、虹の松原保護対策協議
会（県・市が運営費を拠出、市が事務
局）から業務委託を受け、松原の管理理
をボランティア団体・企業等で担うア
ダプト制度度を導⼊入し、たくさんのボラ
ンティアと協働で松原の保全を実施し
ている先進例例として、各地の松原で参
考にされています。    
その虹の松原の様⼦子や、最近の活動状
況を紹介しました。    
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⾼高坂・根上町緑を守る会    
「根上⽅方式」の炭と菌根菌を⽤用いたマ
ツ植樹を始め、地域の学校と連携した
様々な活動を紹介しました。    

⼤大磯町内の    
松並⽊木敷地を⼤大切切にする会    
東海道五⼗十三次の宿場町として、⾵風光明媚
な海沿いの別荘地として知られる⼤大磯町の
マツを紹介しました。    
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御前崎市東町    
保全林林管理理組合    
御前崎市浜岡砂丘での、松原保全活動
を紹介しました。活動により多くの
ショウロが発⽣生している様⼦子を、⽰示し
ました。    

三重⼤大学⽣生物資源学研究科    
森林林微⽣生物学研究分野    
マツ苗における、炭や菌根菌の施⽤用による
菌根の変化について、施⽤用6ヶ⽉月後と42ヶ
⽉月後に調査を⾏行行った結果を報告しました。    
実験室での観察の様⼦子や、菌根のついてい
ない細根、⿊黒⾊色菌根、⽩白⾊色菌根、茶茶⾊色菌根
の顕微鏡写真を⽰示し、菌根に関⼼心のある皆
様の注⽬目を集めました。    
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菌根菌応⽤用技術研究会    
外⽣生菌根菌とその働きについて、様々
な写真を⽤用いてわかりやすく紹介しま
した。    

応⽤用地質株式会社    
レーダー技術を⽤用いた、地中の根系調
査や樹幹内部の調査について、実演を
交えて紹介しました。    
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三保を愛する地域の活動紹介では、

三保松原を想って様々な取り組み

を⾏行行っている 　団体から、その活

動を報告していただきました。    

三保を愛する 

地域の活動報告 

保全団体の兄貴分    

三保名勝保存会  
三保地区の⾃自治会（町内会）の⼀一組織として、 　

1980年年に設⽴立立されました。実は全国病⾍虫獣

害防除コンクールの、初代林林野庁⻑⾧長官賞受賞

団体でもあります。地元の企業や学校の松原

清掃活動のサポートや初夏と秋の⾃自治会・静

岡市との⼀一⻫斉清掃の様⼦子を、動画を交えて報

告しました。清⽔水灯台を拠点に⾏行行う⼀一⻫斉清掃

では、周辺に練習場を持つ東海⼤大学付属翔洋

⾼高校野球部や清⽔水エスパルスの⼦子どもたちも

⼤大きな戦⼒力力となってく    

れています。彼らの全    

国区での活躍を⽬目にし    

たら、ぜひ三保のこと    

を思い出してください。    

ガイド以外にもいろいろやってます    

三保地区ボランティアガイド  

　　　　　　　三保の松原案内人  
ガイド組織としての設⽴立立は⽐比較的新しいです

が、三保の歴史探究や伝承芸能、イベント企

画に⻑⾧長年年携わってきたメンバーは、さながら

三保の何でも屋さんです。あかりともるよる

や⽻羽⾐衣薪能で知られる⽻羽⾐衣まつりに⽋欠かせな

い「⽻羽⾐衣の舞」の楽⼈人として楽器を演奏した

り、三保アロハフェスティバルでフラを踊っ

たり。2011年年のあさり祭では⾼高⽥田の松原応

援プロジェクトを⽴立立ち上げました。全ての活

動は美しい松原あってのこと。これからも松

原保全に取り組みつつ、三保松原の魅⼒力力を

様々な形でアピールしていきます。    

三保松原おそうじの⽇日    やってます    

ふじさん部  
静岡県⺠民にとって、⾝身近なようで実は知らな

いことも多い富⼠士⼭山。世界遺産登録をきっか

けに、未来に遺すために必要なことを考え⽴立立

ち上げた、県内の⼩小学⽣生向けの通年年体験学習

プロジェクトです。夏の富⼠士登⼭山のほか、富

⼠士⼭山の様々な側⾯面を学ぶ活動をしています。    

三保松原では毎⽉月松葉葉かきを⾏行行っています。

三保サミットや卒業記    

念念植樹では、親⼦子でマ    

ツ材線⾍虫病や菌根菌に    

ついて学び、美しい松    

原を守っていくことに    

ついて考えています。    

講演会  
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美しい三保を世界につたえたい！    

静岡県立大学羽衣つたえ隊  
国内外に様々な⽻羽⾐衣伝説がありますが、

2015年年に三保を舞台とした能「⽻羽⾐衣」の絵

本が、親しみやすさを重視して作られました。

留留学してから⽇日本⽂文化をもっと勉強しておく

べきだった、と後悔するのはよくある話、そ

うなる前に地域のすばらしさを知っておこう、

知ってほしい、という活動を、静岡県⽴立立⼤大学

国際関係学部の⼤大学⽣生たちが中⼼心となって、

この絵本を通じて⾏行行っています。市販されて

いる⽇日本語版のほか、英・中・韓・仏・独・

⻄西の6カ国語のバージョンが完成しています。    

何でも楽しく笑顔で    

チームつながり  
カラフルなアフロや様々な動物のかぶりもの、

そして普通には着られないようなTシャツ等

を⾝身にまとい、いつも賑やかにゴミ拾拾いをし

ているチームです。5⽉月3⽇日の護美の⽇日には

GOMIファンタジスタプロジェクトに参加し、

他の松原保全団体や⼀一般市⺠民を巻き込んで、    

三保松原でゴミ拾拾いイベントを開催していま    

す。楽しく、無理理せず、    

それが続けることの秘    

訣であり、少しずつ続    

けることが⼤大切切な松原    

を守ることにつながり    

ます。⼤大⼈人も⼦子どもも    

笑顔で活動していきま    

しょう！    

今や三保松原の⼀一⼤大イベント    

あかりともるよる実行委員会  
世界遺産登録後、三保松原の良良さを多くの⼈人

に知ってほしい！という地元の願いから⽣生ま

れたキャンドルナイトです。御穂神社での忌

み⽕火起こし、⽻羽⾐衣の舞から始まり、神の道の

⽊木道を「あかり」が移動して、松原と海岸に

幻想的な⾵風景が広がる、これを⼀一⽬目⾒見見ようと、

多くの⼈人々が集まります。あかりともるよる

で松原の魅⼒力力を感じて、松原保全に関わって

ほしい、そんな想いを報告しました。ちなみ

に、あかりを並べて、点灯して、⾒見見回りを    

して、消灯して、暗    

闇の中⽚片付ける、な    

かなか⼈人⼿手の要る作    

業には、多くのボラ    

ンティアが必要です。    

あなたも次回はボラ    

ンティアとして参加    

してみては？    

世界遺産を⾷食べよう！    

静岡県立静岡農業高等学校松葉研究班  

合同会社マツプロ  
美しい松原と波の⾳音、何時間いても飽きない    

三保松原ですが、忙しく貪欲な現代の旅⾏行行者    

は景⾊色と⾳音⾊色だけに時間を費やすことができ    

ません。そこで、「⾷食べる」要素を加えるこ    

とで、三保松原をさらに満喫してもらおう、    

という活動をしています。松葉葉研究班が松葉葉    

の成分等についての基礎研究を⾏行行い、⼤大学⽣生    

が⽴立立ち上げたマツプロが商品開発・販売や    

マーケットへの出店を    

⾏行行う、若若々しい三保松    

原の期待の星です。ぜ    

ひ⾷食べてみて、そして    

忌憚のないご意⾒見見をお    

願いします。    






















